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食品安全委員会（第４５０回会合）議事概要

日 時:平成２４年１０月２２日（月） １４：００～１５：２１

場 所:食品安全委員会大会議室

出席者:熊谷委員長ほか６名出席

傍聴者:報道１６名、役所１０名、一般３２名

議事概要

（１）食品安全基本法第２４条の規定に基づく委員会の意見の聴取に関する

リスク管理機関からの説明について

・添加物 １品目

５－メチルキノキサリン

→厚生労働省及び山添委員から説明。

・本件については 「食品安全委員会が既に食品健康影響評価の結果を、

有している評価結果について、食品安全基本法第２４条の規定に基づ

き意見を求められた場合の取扱いについて」の１の（１）の「委員会

が、関係各大臣から提出された資料等により新たな科学的知見の存在

を確認できないときは、食品安全基本法第１１条第１項第２号に該当

するものと認められる旨を関係各大臣に通知することができるものと

する 」という規定に基づき、その旨を厚生労働大臣に通知すること。

となった。

（２）食品安全基本法第２４条の規定に基づく委員会の意見について

・プリオン「牛海綿状脳症（ＢＳＥ）対策の見直し」に係る食品健康

影響評価について

→事務局から説明。

・ リスクの差は、あったとしても非常に小さく、人への健康影響は無「

。」 、 （ ） 、視できる との審議結果が了承され 評価書 案 を一部修正の上

リスク管理機関（厚生労働省）へ通知することとなった。

・本件について意見・情報の募集を行ったところ、リスク管理措置に関

する意見が多く寄せられたことから、リスク管理機関に伝えることと

なった。

・また、本件については、現行の飼料規制等のリスク管理措置を前提と

していることから、リスク管理機関に対し、評価対象国におけるこれ

らの実施状況について、定期的に当委員会へ報告をお願いすることと

した。
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・遺伝子組換え食品等「イミダゾリノン系除草剤耐性ダイズ

BPS-CV127-9」に係る食品健康影響評価について

→事務局から説明。

「 遺伝子組換え飼料及び飼料添加物の安全性評価の考え方』に基づ『

き評価した結果、改めて「遺伝子組換え食品（種子植物）の安全性

評価基準」に準じて安全性評価を行う必要はなく、当該飼料を摂取

した家畜に由来する畜産物の安全上の問題はないと判断した 」との。

審議結果が了承され、リスク管理機関（農林水産省）へ通知するこ

ととなった。

（３）食品安全モニター課題報告「食品の安全性に関する意識等について」

(平成２４年７月実施)の結果について

→事務局から報告。

（４）食品安全関係情報（９月１５日～１０月４日収集分）について

→事務局から報告。

・FAOが発表した「魚類・水産製品由来ヒスタミン等のリスクに係るFAO

/WHO合同専門会議」報告書（暫定版）の概要を報告。


